











































Potentials and Historical Development of Fishers-Based Forest Plantation 
for Forest Conservation in Japan




the	 roles	 of	 forests	 to	 act	 as	multiple	 public	
functions,	 requiring	proper	 forest	conservation	 in	
Japan.	On	this	account,	 this	article	delineates	an	
evolutionary	perspective	 of	 fishers-based	 forest	
plantation.	It	aims	to	explore	a	possibility	of	taking	












　Such	 activities	 have	 been	 growing	 at	 the	
national	 level,	but	 the	 fishers	 tend	 to	 face	with	
difficulties	 in	 coping	with	 such	 constraints	 as	
shortage	of	budget,	maintenance	of	planted	trees,	
securing	 lands	 for	 plantation,	 and	manpower	
constraints.	Under	 the	 circumstances,	 the	 case	
study	 revealed	 that	 building	 collaborative	
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の数は 2010 年度に 2959 団体となり、1997 年度比の増加
















































　サロマ湖（北緯 44 度東経 146 度）は北海道北東部の
オホーツク海に面する潟湖（海跡湖）である。面積は
150km2（日本で 3 番目に大きい湖）、湖の周囲は 90km
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湖地域で水揚げされた漁獲量 7万 5356 トンの内、ホタ
テ生産は 5万 9501 トンに達した。すなわち、漁獲量の







































り、1944 年に 3 漁協で約 340 名いた組合員が、1949 年
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化場は、開始当初 1 分間に 2.5 トンの湧水を利用して






























































部が参加して合計 7万 3500 本の苗木がそれぞれの工夫
で調達され植樹された（同上）。湧別漁協婦人部は同運
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道森林組合連合会は 1996 年から 5 カ年にわたり漁民の
森づくりのために 5万本の苗木を無償提供した。水産庁
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女性約 30 名、計約 80 名の漁業関係者が参加し、山火事
で焼失した森林跡地で 400 本の苗木（ミズナラ 200 本、
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どの名称が各地で付けられている（小沼編 ,	2000；三俣ほか編 ,	2008；若菜 ,	2007）。




4）	 ぎょれん（http://sakana-fuyasu.jp/top.html　2012 年 7 月 2 日閲覧）
5）	 本州においては、道漁婦連の活動と時をほぼ同じくして、ダム建設計画に対する危機感を背景に宮城県唐桑町の牡蠣養殖業者・畠
山重篤氏が中心となり植樹活動を開始した。この取組が多方面でメディアに取り上げられて一躍全国に知れ渡り、各地で漁民の森
づくりが実施されるようになった。さらに、1998 年に「全国漁民の森サミット」、翌 99 年に「’99 全国漁民の森フォーラム」が開
催され、全国各地の取組が紹介・共有されるなど、同活動の輪は広がりつつあり、行政からの支援も増えている。
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